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ら、中国のディジタル図書館の現状を論述することにした。即ち、l、中国における三大系統図書  

館（公共図書館、大学図書館、科学研究図書館）の代表的な図書館のディジタル化）2、全国規模  

のディジタル図書館プロジェクト〕3、中国における図番館ディジタル化が存在する問局数論文  

はできるだけ全面的且つ系統的に中国のディジタル図番館の全貌を把握できるように論述して  
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Abstract  
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中国におけるディジタル図書館の現状   

1．はじめに   

20世紀90年代のインターネットの出現及び迅速な発展は情報化社会において▲■・・，一つ革  

命的な重大な出来事である。今日では、知的情報が経済の発展に非常に有益且つ重要であ  

ることがすでにだれにも認識されている。インターネットから、いろんな情報が取れて、  

実にビジネスや生活などに便利をもたらし、さらに情報技術や通信技術の開発によって、  

情報を捏供する機関であるディジタル図書館の開発及び研究に拍車をかけた八   

目下、世界のどの国でも大型ディジタル図書館ができている先例がない。，情報通信技術  

が一番発達しているアメリカでさえ、ディジタル図書館が研究や実験の段階にあり、その  

開発及び発展は技術、資錬、知的財産権、資金などを含む多くの制約を受けざるをえない合  

従って、ディジタル図書館の開発、発展は世界各国がそれぞれ独自の方法で推し進められ  

ている。その中で中国のディジタル図番館ももちろんユニークな開発の道を歩んでいるく．－   

ディジタ／レ図書館に対し、今のところ、はっきりした概念はまだできていないが、その  

説明もいろいろある。まずここで、その概念について、中国の図番館情報界でよく認めら  

れている四つの特徴を紹介する。  

（1）ネットワークシステム、ディジタル化された情報資源システム、情報技術システム  

などはディジタル図番館の基本要素である。  

（2）ディジタル図書館は図書館自動化、ネットワーク化の高度的な発展であり、当代図  

書館機能の継承及び発展である。その理想的なモデルは、対象に向け分散型アクセ  

スを支えるデータベースがあり、内容による検索ができ、ヒューマンインターフェ  

ースを持つこと。  

（3）ディジタル図書館は実体であり、抽象的な概念ではない。  

（4）ディジタル図書館は現代のハイテク技術を駆使するディジタル化された情報資源を  

支えるシステムであり、次世代のインターネット上の情報資源を管理する形式であ  

る。   

上記の認識に基づいて、全体からいえば、情報化程度が高くなく、ディジタル資源が貧  

乏である中国にとって、行政の指導のもとで、有限な財力を集中して、国家級のプロジェ  

クトを推し進める方法を取るのはディジタル図書館を開発・発展するよい方法であり、基  

調である。   

90年代中期に世界的にインターネットが普及し始めた頃中国政府はハイテク領域で先進  

国に負けないために、情報高速ハイウェイ計画を立て、早々と実施した。相次いで、  
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CHINANET中国公衆サービス網又は電信網、CERNET中国教育科学研究網、 CANET  

中国科学技術網、 CHINAGBNET中国公用経済網の4大インターネットを開通した。こ  

れはディジタ′レ図書館の発展の基盤を整えてくれた。．とりわけCERNETはディジタル図書  

館、特に大学ディジタル図書館に多大な貢献をした。各々の大学LANをWANになって、  

ディジタル図書館の研究開発が大きな－一歩を踏み出した。中国のディジタル図書館の研究  

開発もその頃から猛発進をした。   

本論文は中国の各系統の代表的なディジタル図書館及びディジタル図書館に欠くことが  

できない情報資源共有化システム、代表的なディジタ／レ図書館プロジェクトと、図書館デ  

ィジタル化に存在する問題の三つの角度から論述することにする。  

2．中国の各系統の代表的なディジタル図書館   

中国の図書館情報機構は大まかに分ければ三大系統になり、それが公共図番館系統、大  

学図書館系統、科学院の科学技術図書館系統である。，中国も日本も縦社会であり、各系統  

の図書館は普通互いに関係がない。もちろん経費の出所や図書館サービスの方針などの問  

題もあるから、ディジタル化の道も違ってくる。ここで、各系統の典型的な図書館のディ  

ジタル化について述べることにする。  

2．1中国国家級図書館ディジタル化のパターン一国家図書館  

2．1．1文献資料のディジタル化   

国家図書館のディジタル化は80年代の図書館自動化と書誌データベースの作成に遡る。  

国家図書館は「国家書誌データベース」をはじめ、今まで、すでに20余りのデータベース  

を製作した。入力されたデータの畳は130万条に達した。1998年から、中文図書コレクシ  

ョンを計画的にディジタル化作業に入り、同年7月にホームページで「文献検索」と「ネ  

ットで読書」の二つの欄目を開設し、インターネット上の情報資料サービスを展開した。  

1999年に「文献ディジタ／レ化センター」を正式に設立し、図書のディジタル化作業のパタ  

ーンや管理に対し、実験を行い、図書のディジタ／レ化作業を押し進めた。目下1日に16  

万ページの図書をディジタル化する能力を持っている。1999年6月に、ホームページで検  

索できる書誌データは500万条に達し、中文図書は500万ペ←ジが閲覧できるようになっ  

た。1999年年末になると閲覧できる図書の量が3，000万ページ、15万冊に達する見込み  

である。1999年の第一四半期に国家図書館ディジタル図書館実演実験システムの開発に入  

った。実演システムは五つのデータベース（千家詩、中国古代建築、北京故宮、海洋世界、  

宇宙の構造）を含み、さらに、国家書誌データベース及び大百科全書出版社の術語データ  

ベースにつながり、分散型で、各データベースを自動的に検索できるシステムである。た  

とえば、千家詩から「大明宮」という言葉が出て、興味があれば、クリックすると、大百  

科全書の術語説明も読めるし、中国古代建築データベースの画像や音声も読み聞きできる。  

2．1．2 インターネットサービスの開発  
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国家図書館のインターネットの開通は1995年からである。そのときマイクロ波を使って、  

清牽大学のネットワークに接続した。1997年北京電信局の支持を得て、Chinanetと1．544  

メガビットの広帯域光ケーブルで接続することを実現した。館内に22台の端末を配置し  

て、インターネットで、国内外のマルチメディア資料の鑑賞ができる。1998年北京電信局  

からIPアドレス（202．96．31．0．127）をもらって、URL（http：／／www．nle．goy．cn）をつくっ  

て、国家図書館は相次いで、CHINANET、CERNET、などのインターネット回線に接続  

した。その年の年末に館内LANを実現し、1，673の情報点を配置し、光ファイバーで館内  

の20の局部ネットワークをつなぎ、全館のネットワーク化を実現した。1999年に入ると  

ますます、インターネットに接続する通信施設の発展に力を入れ、2月に1，000メガビッ  

トの館内ネットワークを開通。．3月に広電総局1ネットワークセンターが1，000メガビット  

の光ケ…ブルを国家図書館に引いた。4月に国家図書館は北京CATVネットワいクセンタ  

が引いた100M／1，000M光ファイバーを滑筆太学北京大学及び中国科学院のネットワーク  

とリンクに専用する。これら大容量のネットワーク用光ケーブル回線の敷設したことによ  

って、国家図書館のディジタル図書館事業の発展によい基盤が築かれていた。  

2．1．3 国家級のディジタルプロジェクトに携わる   

国家図書館は国家級図書館の役割を果たすために、いろんなディジタル図書館プロジェ  

クトを組織し、主役を担当した。1996年文化部を介して、上海図書館、南京図書館、中山  

図書館、深セン図書館、遼寧省図書館など、国内で先進的大図書館と一緒に、「中国実験型  

ディジタル図書館プロジェクト」（詳細は本論文のプロジェクト項目にて述べる）をやる申  

請を国務院に出し、翌年国家計画委員会に許可され、国家の重点プロジェクトとして、展  

開された。   

90年代中期、科学技術部国家「863」iiプロジェクトグループは世界の先進的なディジ  

タル図書館の開発に追跡研究をして、その戦略性と実行性を研究課題にし、『中国ディジタ  

ル図書館工事プロジェクト』を重要プロジェクトとして研究を重ね、かなり理論的な成果  

をあげていた。すると、1998年国家図書館は、今までいくつかのディジタル図書館プロジ  

ェクト（たとえば、上記の「中国の実験型ディジタル図書館プロジェクト」）に携わった実  

際の経験を生かすため、『中国ディジタル図書館工事プロジェクト』（詳細は本論文のプロ  

ジェクト項目にて述べる）の実施を申請した。実行性を見出すため、98年の年末多くの金  

を使い、人材を集めて、三ケ月で、ディジタ／レ図書館の実演のシステムを開発し、マ／レチ  

メディアの運用、メタデータの検索、ネットワークの伝送などディジタル図書館で必要な  

演習をし、よい成果をあげた。2000年に文化部に認可され、文化部により、その工事を進  

める連合会議を計画し、初歩的な実験型ディジタル図書館を建てるというプロジェクトの  

目標を決めた。2000年4月5日、文化部の組織で、21の部、科学院、北京大学、清華大学  

などの機構が参加した『中国ディジタル図書館工事プロジェクト』会議は始めて国家図書  

館で開き、『中国ディジタル図書館工事プロジェクト』の実施を正式にスタートさせた。4  

月18日国務院の許可を得て、「中国ディジタル図書館有限責任公司」（「中国ディジタル図  
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書館公司」と略称する）を設立して、『中国ディジタル図書館工事プロジェクト』の実際経  

営に担当させた。公司は経済の実体であり、株式運営のハイテク企業である。その企業は  

国家図書館により管理されるが、運営上では独立して、普通の企業と同じように経常する。  

中国のディジタル図書館の建設は研究から、実質的な運営に向けて一叫歩を前進した。  

2．2 地域図書館ディジタル化パターンー上海図書館  

如極：／／www．1ibn吐Sb．．cn（図書館情報大学のホームページとリンクしている）  

2．2．1上海図書館の中国図書館界での位置付け、   

中国の国土は広く、山つの国家級図書館が全国の図書館活動をカバーできないため、上  

海図書館は20世紀の50年代から60年代前半にかけて、中国の第二国家図番館に位置付け  

されたことがある。90年代に入って、上海の経済が急テンポで発展し、経済や情報、通信  

技術の発展に適応するため、95年に上海図書館と上海情報技術研究所（日本の情報センタ  

ーのようなところ）と、中国だけでなく、全世界でも稀な合併が行われた。さらに96年8  

万3千平米の新館の部分開館、97年7月の全館開館によって、上海図書館は一躍世界の先  

進的な図書館の仲間に入った。（もし、上海図書館に興味があれば、ぜひ、筆者が、日本図  

書館研究会発行の『図書館界』vol．51No．6March2000に発表した文章「上海図書館のユ  

ニークな構造とサービス」をご覧ください）  

2．2．2 上海図事館を中心とする地域の情報資源共有化活動   

上海地域の4大系紆ii－公共図書館系統、科学院図書館系統、大学図書館系統、情報セ  

ンター系統の協力体制は70年代から始まっていた。当初は洋書の分担収集、集中目録、最  

新洋書書誌などの作業を行った。90年代になると，インターネットの出現や、ネットワー  

ク技術，通信技術の発達によって，資源共有化問題がますます重要になってくる。  

1994年上海市政府を介して，上海図書館で，4大系統19の図番館／情報所の館長／所長  

が会議を開き，会議中『上海地域文献情報資源協力ネットワーク条例』について検討し，  

意見が一致し、協力協議書に署名した。1998年には30の図書館／情報機構に増えた。1999  

年5月に再び上海市政府を介して，「上海市文献情報資源共有化会議」を開き，『上海市文  

献資源共有化計画』を議定した。『上海市文献資陳共有化計画』は次のようなことを提出し  

た．  

（1）三年間で，上海地域の4大系統図書館情報系統のネットワーク化を実現させる。  

（2）同時に、「情報の共同システム」、「資料の分担収集」、「情報サービス及び人材の育成  

の実施」など三つの実施案を確定した。   

この情報共有化ネットワークの建設が、今年の6月に正式に試運転に入り、加入館数が  

60館／所に増えた。情報共有化ネットワークはホームページを作り、ニュース、新書案内、  

メンバー館の紹介、OPAC検索、相互貸し出しなどの項目を設けている。利用者はどこかの  

加入された図書館／情報機構のカードを持てば、加入館の資料が借りられる。  

2．2．3 上海ディジタル図書館  
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上海図書館のディジタル図書館の開発は実体の上海図書館を基礎にし、上海地域のネッ  

トワークのサ｝ビス基盤に基づいて分散型サービスを展開し、上海市の国際地位及び上海  

図書館運営方針にふさわしいグローバル化という方針を取っている。   

上海図書館のネットワーク構造はATMを主幹ネットとし、柑Mの設備を使って、Ether  

ネットとTbkenRingの局部ネットを7～8個リンクするLANである。ATM主幹ネットは  

155メガビットに達する。高速且つ大容量広帯域のLANが文字だけでなく、音声画像など  

の情報伝送も十分にニーズに答えられる。   

上海図書館ディジタルプロジェクトは先進的なディジタル化技術及びネットワーク化技  

術を導入し、統一したインターフェースを採用し、統鵬的な管理をし、当面の需要を十分  

に考え、情報資源の共有化に適応し、持続発展ができるようなことを目標にし、遠隔操作、  

迅速的、全面的、秩序的、知的、特色的の六つのサービスを実現させた。上海図書館ディ  

ジタル図書館プロジェクトは上海図書館の豊富なコレクション、特に特色があるコレクシ  

ョンをベースにディジタル化をし、また、利用者の角度から、文献の特徴も考え、九大項  

目にした。それは、上海図典、上海文典、貴重古書、音楽リクエストステーション、科学  

技術会議資料、中国の逐次刊行物、洋書逐次刊行物目次、民国の図書、スーパー図書館で  

ある。   

上海図書館のこれからのディジタル化発展計画としては九大項目をベースに、引き絞き  

完全にさせると同時に、「知識のナビゲーション」サービスを目標とする。広帯域ネット、  

館内ネット、専用線、単独端末の四つのサービスをサービスパターンとし、館内で、印刷  

物閲覧室と電子閲覧室との障壁を打ち破り、「知識ナビゲーション」の情報サービス及び個  

性化情報サービスを強め、知的財産権及び相関の法律問題の研究を増強する。上海図書館  

のディジタル化の運営は原則や規則に基づき、創意を蒋たせ、国際協力に力を入れ、国外  

の資料を使い、図書館サービスを向上させることを念頭におく。また、本地域の情報共有  

化を完全にするため、標準の操作システムを導入し、アメリカのz39．50の情報交換基準を  

基にし、二次文献情報共有化網の開発に全力をあげる。そして、上海地域の中核とセンタ  

ーの役割を果たせ、さらに、地域内のディジタル図書館とともに発展するよう、情報共有  

化ネットをディジタル図書館網に発展させるよう努力している。  

2．8 大学図書館パターンー北京の清華大学図書館ディジタル化  

2．3．1ネットワークの建設   

清華大学図書館のネットワーク化事業は1991年図書館新館が落成する時点から始まった。  

1994年の館内ネットワークが清華大学LANに接続したのは国内で初めてのことである。  

清華大学LANは教育部CERNETの全国センターである。1996年にネットワーク技術の  

発展により、設備の更新を行い、主幹ネットの専用線は光ファイバーにし、100メガビット  

の高速EtherNet交換機を採用し、400近くある端末を配置した。初めて、開放式ネットワ  

ークの情報基礎を整備した。1999年に通信技術やパソコン技術の進展及び世の中の需要に  
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応えるために清華大学が超高速ネットを企画したり 計画として、図書館を大学の三大イン  

ターネットに接続する核心の－一つとし、清華大学のネットワークの主幹は8～16ギガビッ  

トの光ケーブルを使い、図書館の館内LANはl，000メガビットのEtherNet技術を採用し、  

100メガビット交換機と専用線を各端末につながる一〕館内ネットの端末は1，200個増え、全  

部で1，600個になる〔，  

2．3．2 データベースなどのディジタル情報資源サービス  

1994年に図書館は早くも中国データーベー スと外国のデータベースを購入し又は取り入  

れ、LANでアクセスサービスを展開した。1998年図書館はアメリカのエンジニアリング情  

報社（EngineeringInfbrmationInc）と協力して、ミラーサイトを配置し、その会社の核  

心データベースCompendexWbbを図書館に入れ、中国のEiを使う客に検索サービスを捏  

供する。図書館はまた、CAL‡S（プロジェクト項目で詳説）全国文献センタ｝として、毎  

年、OCLCから14の（Base Package）デ叫夕べースヘのアクセス契約を結び、国家211  

プロジェクト1Vの61の大学に検索サいビスを捏供する。   

清華大学図書館はインターネット上の同大学で制作するディジタル逐次刊行物サービス  

（ディジタル図書館保障システム項目で説明）及び海外のミラーサイトサービスを展開す  

るほか、図書館が契約または購入したデータベースや自館で制作したいろいろなデータベ  

ースへのアクセスサいビスを攫供する。制作したデ｝夕べーースの中で有名なのは『科学技  

術新刊案内（STARS）』と『中国大学学位論文（DIRS）』であるむ  

1999年にCALISプロジェクトの一部として、データベースネットワークのアクセスシ  

ステムを更新している。新しいシステムがJava技術を使い、中国語データベースと利用者  

用端末の使用を支持し、全文検索や、全文にリンクすることを支持する。このシステムが  

これから、全文だけでなく、マルチメディアの情報も利用できるようになる。利用者は読  

むためのソフトをダウンロいドしなくてもオンラインで読める。   

清華大学図書館は利用者のインターネットでの文献情報の有効獲得を手伝えるため、イ  

ンターネット上の情報資料を収集・整理し、ナビゲーションし、電子雑誌、参考書、会議  

録、特許などの項目でサービスを展開する。  

2．4 中国科学院文献情報センターディジタル化パターン  

2．4．1中国科学院文献情報センター概況   

中国科学院文献情報センターは1950年に設置され、中国科学院に直属する文献情報機構  

であり、中国科学院図書館とも呼ばれる。中国科学院文献情報センターは北京市のハイテ  

ク・学園地域の中関村にあり、延べ床面積は17，000平方メート′レである。中国科学院の図  

書館系統は国家級の文献情報センターと地方級の上海、成都、武漢、蘭州などの文献情報  

センター及び123の研究所の図書情報室からなる。中国科学院は中国の自然科学の研究セ  

ンターである。長期の科学研究の実践中で、大量の重要な価値を有するコレクションを持  

っていた。  
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2．4．2 中国科学院文献情報センターディジタル化戦略   

中国科学院文献情報センターのディジタル化は中国科学院の全中国の優れた自然科学の  

人材をバックにし、すでにできている中央と地方の科学院図書館系統のネットワークを基  

礎にし、さらに、北京大学と清華大学のネットワ｝クとリンクし、優位を保ったが、ディ  

ジタル図書館の開発にはいろいろな制約、特に資金面の制約を受けている。従って、中国  

科学院文献情報センターのディジタル化は順次的且つ階段的に開発していく方針をとって  

いた。目標は、中国科学院と中関村ハイテク・学園区域へのサービスを基幹とし、全国に  

向けて自然科学とハイテクを特色にする多機能、ネットワーク化、ディジタル化、総体化、  

開放式の科学技術ディジタル図書館とするのである。，その方針に基づいて、中国科学院文  

献情報センターは長期間蓄積した膨大でありながら、きちんとした自然科学のデータベー  

スを引き続き、開発して行くと同時に、情報資源共有化プロジェクトに着手することにし  

た。即ち、ディジタル化は主に、国家図書館や滴華、北京大学と協力して、ネットワーク  

化と資源の開発を中心とする展開である。   

文献情報共有化システムの開発をめぐって、中国科学院文献情報センターは自館の特色  

あるコレクション及び大勢の科学研究人材を持っている優勢を発揮し、引き続き、OPAC、  

西洋逐次刊行物の目次データベース、中国科学文献の引用文データベース、中国科学文献  

ダイジェストデータベースなどの科学文献デ、一膚－・夕べ－スの充実を計る。Jまた国内外の情報  

機構や企業と協力して、ミラーサイトを設置してディジタル資料を収集して、共有化サーー  

ビスを向上させる。  

3．中国のデータベース及びディジタル図書館保障システム   

ディジタル化図書館サービスは、そのディジタル化された情報資源がインターネットを  

通って、伝送や受信及び端末でアクセスできることが基本である。従って、 中国のディジ  

タル図書館を論述するとき、その基盤である情報資源データベースの開発、インターネッ  

トの情報資源の開発などを触れなければならない。  

乱1 データベースについて、   

文献データベースを作るのは図書館ネットワーク化と情報資恢共有化の根本である。－，デ  

ィジタル情報資源は図書館の源である。図書館がもっているコレクションのディジタル化  

はディジタル図書館開発の基本又は基礎である。汎用で、基準化されたデい夕べ－スがで  

きてから、ディジタル図書館のサービスが実現できる。中国のデータベースを制作する道  

は最初の各図書館や制作会社の独自でやる体制から、次第に、規格化、標準化、協力化と  

発展していく道になる。   

中国では早くも80年代末からデータベースの製作が始まっていた。．1991年に市場では  

806個のデータベースが出回っており、1994年に1038個に増えた。その中で有名なのは  

国家図書館の『中国国家書誌データベース（1988年以後）』、国家図書館、上海図書館、広東  

省中山図書館、深セン図書館が共同で作った『中国国家遡及書誌データベース（1987～1994）』、  
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上海図書館の『中文社会科学新聞雑誌篇名デー一夕ベース』、中国科学院の『中文・洋文雄髄  

連合目録デ←夕べース』と『中国自然科学文献データベーース（化学編、光学編、物理編、天  

文学編など）』、重慶維普資訊公司の『中文科学技術雑誌ダイジ ェストデーー夕べース』などで  

ある。）中国科学院のデー剛夕べ－スはネットにてサービスを展開している。  

3．2 ディジタル逐次刊行物ネットワークシステムの開発  

1996年清華大学が作成した『中国学術雑誌データベース（CI）－R（）M）』（略語は（ニんJ  

－CD）はわが国のはじめての全文検索出束るデータベーースであり、入れた学術雑誌が3，0（）0  

種類にも達した。1997年清華大学は教育部の許可を得て、正式に中国学術雑誌（（ニl）・R（）M  

版）電子雑誌社を設立した。1998年9月清華大学の（）AJ州CDの鰭録と雑誌ダイジェスト  

デいタは（〕ENETを介して、インターネットで実験を行い、中国の逐次刊行物ネットのサ  

ービスに基礎を築いた。1999年6月に「中国ディジタル逐次刊行物ネット」サーービスが開  

通された。「中国ディジタ／レ逐次干り行物ネット」からCAJ－（－〕nの情報をネットワー【クで伝  

送するだけでなく、情報資源がさらに6，600種類に拡大され、およそ、300万繍の全文検索、  

題録が1，000万条でアクセスサ・－ビスを展開する。．そして毎年、それぞれ、全文文撃が別）  

万篇、ダイジェストが100万項目、頒録が200万粂、増えるゎ ネットワーーク上の逐次刊行  

物データベースは126の学科に分けられ、そして、検索点及び300のミラいサイトを全国  

各地に配置してサービスネットワークを形成した。，  

3．3 ネットワーク上の文献保障システムについて   

中国国内の全国規模の情報共有化はいまもまだないが、地域や各系統内の文献資源の姑  

有化は絶え間なく実施されて、ある程度の成果も収めた。たとえば、80年代の「全軍医学  

文献共有網」は20年近くの発展を経て、小型衛星通信専用線を主幹とし、地上線路を補助  

とするネットワークになった。1994年の「上海地域の資源共有化網」は各系統の図番館が  

協力して、ネットワーク検索、相互貸し出しや、分担収集などを展開した。また、1996年  

の「中関村地域書誌データ共有化システム」、1998年の中国科学院の「科学技術文献情報儀  

有化システム」、中国教育部の「中国高等教育文献保障システム」などがある。その中、特  

に「中国高等教育文献保障システム」が非常に優れたものである。  

「中国高等教育文献保障システム」の英語名はChinaAcademicLibrary＆Inhrmation  

System（CALISと略称）で、現在進行中のプロジェクトであり、各系統の横のつながりを  

持つ全国規模の情報共有化保障システムであり、中国の大学教育を促進する『211プロジェ  

クト』の公共サービス体系の一つである。その目的はCERNETの発展にふさわしい情報資  

源の開発である。CALISは教育部により主管され、北京大学によ．り責任を持って実施し、  

北京大学で管理センターを設立し、全国センター一 地域センター一 大学図番館という  

三つのランクの保障網で運営するわが国資源保障システムの初めての実験プロジェクトで  

ある，〕CALISの中身は、ネットワーク内の共同目録、特に大学図番館の書誌目録作美、デ  

ータベースの制作、 利用者にOPAC検索の授供、 相互貸し出し、返却するシステムで  

ある。・CALISの目標は ① 情報資鯨として、国内の資料が95％以上、海外出版の資料  
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が80％、捏供できる。 ② インターネットで100種類のデー一夕ベースを伝送し、100人  

が24時間同時アクセスできる。 ③ システムが有機体になる。  

4． 中国の重要なディジタル図書館プロジェクト   

中国ディジタル図書館は鵬館だけのディジタルプロジェクトもあるが、主に行政の指導  

で、できるだけ少ない金で、全国規模のディジタル化を実現することを念頭において、研  

究開発の課題として進んでいる。  

4．1中国の実験型ディジタル図書館プロジェクト   

中国の実験型ディジタル図書館プロジェクトは1997年国家計画委員会により許可され、  

国家の科学技術重点プロジェクトとして、実施された。実施期間は1997年7月～1999年  

12月である。項目は2大部分から構成する。まず、ディジタル図書館の雛型を実現する技  

術及び世界に通用できるだけでなく、中国の国情に合い、中国全体で普及出来る技術を開  

発すること。統いて、次第に基準化である分散型のディジタ／レデータベース群を構築する  

こと。最終の目標は多館の協力で、相互補足型の中国の実験型ディジタル図書館を作るこ  

とである。また、このプロジェクトは利用者が端末で超大容量のディジタルデータベース  

から迅速に検索でき、中国語、英語の表示もできるようにする。プロジェクトは文化部科  

学技術司の指導のもとで、国家図書館、上海図書館、深セン図書館、中山図書館、遼寧図  

書館、南京図番館により、協力で行う。しかし、このプロジェクトはいろんな原因で期間  

中完成することができないため、1999年10月にプロジェクトに参加するメンバー館が会  

議を開き、技術的な問題や進展の状況を検討し直し、期間を延ばすことやこれからの進展  

などを議定した。改定されたプロジェクトの進行計画は次のようである。  

1999年年末に資源データベースの分担制作部分を決め、2000年から、専門人材の育成を  

スタートさせ、参加館の間のネットワーク化を実現させ、7月から試運転に入り、11月プ  

ロジェクトを終わらせ、12月に評定に入る。  

4．2 中開村ハイテク学園区ディジタル図書館研究プロジェクト   

このプロジェクトの英語名はDigitalLibraryConsortiumforZhongGuanCunであり、  

DLCと略称される。プロジェクトは北京市の信息（情報）化弁公室により管理され、国家  

図書館、中国科学院文献情報センター、中国高等教育文献保障体系（CALIS）、北京大学図  

書館、清華大学コンピューター学部、清華大学ディジタル化中国逐次刊行物ネット、首都  

図書館、北京市技術監督局などにより、北慮を中心にこのプロジェクトを進められる。   

全体の目標はインターネットで、超規模のハイクオリティーの情報資源データベース群  

を形成し、高速広帯域ネットワークを介して、本地域、全国乃至全世界にサービスを提供  

すること。さらに、中関村ハイテク学園区内の各ディジタル図書館システムが全国ディジ  

タル図書館らの模範になること。   

サービス対象は中関村ハイテク・学園区内のハイテク企業、科学研究機構及び大学を主  
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にし、普通の利用者にも及ぶ。   

プロジェクトの実施は二段階に分ける。   

第【一段階は1999～2001年で、慎重な調査研究をしてから、DLCの総体的開発計画及び  

実施案を作り出す。ネットワークのもとで、参加する各図書館や機構が、持っているディ  

ジタル資源を十分に生かし、DLCで試運転用データべけスを制作し、新しい情報サービス  

を展開する。サービスシステムはメタデータが集中的に蓄積し、各データベースは今まで  

通りに各自に保管し、利用者はアクセスすれば、各図書館や情報機構に分散された情報が  

迅速且つ自動的にリンクして、呼び出し、利用者の端末に提供するり   

第二段階は2002～2010年である。国家ディジタ／レ図書館工事プロジェクトの実施に従っ  

て、先進的なディジタル図書館用製品を開凝し、地元の需要に答えられるデータベースを  

作り出し、地元の企業の利用に提供し、地元のディジタ／レ図書館グループ総体の枠組みを  

整備させ、持続発展ができるようにさせること。  

4．3 中国ディジタル図書館工事プロジェクト  

中国ディジタル図書館工事プロジェクトは地域、部門、業界を跨る大きなシステム工  

事であり、今までのハイテクを駆使するプロジェクトである。このダイナミックなプロジ  

ェクトを推し進めるために、文化部は中央の各部や委員会、関係する機構と協議して、「中  

国ディジタル図書館プロジェクト建設連合会議」を設立して、工事を管理する。「連合会議」  

は中央21の部と委員会からなり、文化部が「連合会議」の召集者とする。「連合会議」の  

事務室は国家図書館内に設置し、「中国ディジタル工事建設管理センター」と名づけた。．ま  

たプロジ ェクトをスムーズに推し進めるため、専門家からなる顧問委員会も成立させ、プ  

ロジェクトの建設を補助し、指導する。   

「連合会議」の主な任務はマクロ的なコントロールをし、工事の情報資源の建設及び標  

準化を協調する。知的財産権問題を解決し、協調する。   

全体の目標はネットワーク上で、超大規模のハイクオリティーな中国語情報資源データ  

ベースシステムを形成させ、国家の公衆回線を使って、全国ないし全世界にサービスを捏  

供すること。   

プロジェクトの指導思想は統一した企画、創意があるハイテク、持続的な発展ができる  

こと。．   

t事建設の原則は公衆サービスを主にし、情報資源のディジタ／レ化を中核にし、重複を  

避け、基準を統一にすること。   

プロジェクトの企画としては2005年に20TBの中国語情報資源のデータベースを10個  

以上制作する。国内が必要な外国の専門分野のデータベースを導入する。全国大部分の地  

域の図書館がオンラインで文献資源を収集・目録し、相互貸し出しをする。中国特色があ  

るディジタル図書館用の応用システムを開発する。高水準の専門人材を養成することであ  

る。  
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5．中国ディジタル図書館が存在する開港   

中国では各図書館が上記のようないろいろなディジタル図書館の研究開発やプロジェク  

トをやってみたが、縦社会であるため各系統の自らの事情もあり、国家規模のプロジェク  

トはほとんど地域規模になってしまい、最終的に各地域の系統ごとに各自の展開になるこ  

とは従来の問題である。  

5．1国の総合国力問題   

中国のディジタル図書館がスタートする時点で、工業経済の基礎が先進国諸国と比べる  

と、弱い立場に立っており、中国の図書館ディジタル化に問題をもたらしている。   

たとえば、ディジタル図書館の発展は情報ハイウェイの開発に依存するのである。情報  

ハイウェイの発展は通信施設や情報技術の発達により、達成するものである。しかし、わ  

が国の情報技術の総合力が弱い。さらに情報サービスが展開できるのは豊富なデータベー  

スとオンラインシステムに頼っている。中国政府は情報産業に力を入れているけれども、  

経済の基盤が弱いので、思うようには進まない。   

そして、国外の経験によると、国民一人当たりのGDPが1，000ドル超えてから、国家  

の情報産業が発展する時期になるとされている。中国では、今のところ、北京、上海、深  

セン等極一部分沿海の進んでいる都市だけがその基準に達している。それも中国の情報産  

業を発展する基礎条件が限られていることを物語っている。．それによって、情報資源及び  

情報施設、技術の発展がものすごく不平衡がもたらされた。即ち、情報資源は極仙－▲部分の  

沿海大都市及び首都に集中している。  

5．2 知的財産権やデータベースの基準化間居   

中国において情報産業が発展するには政策と法律環境がまだ不充分であり、全国的な基  

準がない問題や知的財産権問題などが有る。知的財産権は著者の著作権と図書館側が編  

集・制作したものの著作権と両方を含む。   

データベースの開発は計画経済時代のやり方を因襲しており，各自に自己開発の道を歩  

んでいる。その結果として、観念が遅れ、局部だけ強調し、全体性が無視され、全国規模  

の統一した基準がなく、内容から，形式まで，規範性，兼用性はない。Wbbページ上の資  

源の建設が重複し、情報資源の開発度と利用度が低く、情報の更新が遅い等である。また、  

データベースは二次文献情報の方がほとんどであり、全文、画像、データやマルチメディ  

アのデータベースが少ない。それらの問題は上記の国家級の三つのプロジェクトにもそれ  

らの問題に注意して規準の制定に躍起になっている。  

6．終わりに、   

上記のように中国のディジタル図書館の開発発展にいろいろな問題があるが、国家級や  

地方の各図書館ディジタル化のプロジェクトはそれらの問題を解決するための模索であり、  

全世界の図書館界と一緒に図書館界の生存や大衆に向けるサービスを向上させる努力であ  
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るゝ－，ディジタル図書館は21世紀の図書館発展の趣であり、図書館界が情報化社会に対応  

していく道でもあり、方向でもある。上記の問題はディジタ／レ化を模索するときに伴うも  

のであり、これから探索する課題でもある。♪   

ディジタル図書館は新しく出現したもので既成の道がなく、中国だけでなく世界各国図  

書館界で模索している。世界の図書館情報界の同業者は互いに成功する成果を学びあい、  

ぶっかった困難を乗り越え、図書館情報界をもっと良くするために頑張らなければならな  

い。  
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全国ディジタル図書館会議の資料から  

i広電総局は1999年後半、文化部に併合された。  

Ii863プロジェクトグループは1986年3月当時著名な科学者たちが共産党の中央に『世界の捌各性を持つ  

ハイテク発展に追跡についての提案』を提出し、共産党の中央が国務院を通って、全国の知名な科学専門  

者と学者を集め、連続的にいろんな会議を開き、これから中国の発展に影響がある学科の規格を制定する  

ことで、中国で、『863計画』に略称される。  

11iその4大系統が上海図書館と上海科学技術情報研究所の合併によって中央と同じように3大系統にな  

った。  

1V国家211プロジェクトは20世紀90年代未に中国政府の国務院が決定した項目であり、即ち、21世紀  
に向け、全国で100個の重点大学及び重点学科を集中的に更新すること。  
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